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１
４
６
人
。
平
成
25
年
～
29
年

の
５
年
間
に
、
鶴
岡
市
で
自
ら
命

を
絶
っ
た
人
の
数
で
す
。
約
12
日

に
１
人
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い

る
方
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、
月
別
自

殺
者
数
が
最
も
多
い
３
月
を
「
自

殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
全

国
で
自
殺
予
防
の
啓
発
活
動
や
電

話
相
談
の
拡
充
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

自
殺
は
様
々
な
要
因
が
複
雑
に

関
係
し
て
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い

て
、
そ
の
直
前
に
は
う
つ
病
な
ど

の
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
の
全
国
の
統
計
に
よ
る

と
、
自
殺
の
原
因
・
動
機
で
最
も

多
い
の
は
「
健
康
問
題
」
で
、
そ

の
中
で
も
「
う
つ
病
の
悩
み
・
影

響
」
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
に
で
も 

起
こ
り
得
る
危
機

　

大
き
な
悩
み
が
あ
っ
た
り
、
強

い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
た
り
し

た
結
果
、
そ
の
解
決
方
法
と
し
て

自
殺
を
考
え
て
し
ま
う
―
。
自
殺

は
、
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
は

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
危
機
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
誰
か
に
援
助
を
求

め
る
。
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、

こ
こ
ろ
の
不
調
を
抱
え
た
人
は
、

自
分
か
ら
周
囲
に
訴
え
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
平
成

29
年
に
実
施
し
た
「
鶴
岡
市
健
康

意
識
・
行
動
調
査
」に
よ
る
と
、「
悩

み
を
抱
え
た
り
・
ス
ト
レ
ス
を
感

問
合
せ　

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
３
６
４

特集

鶴
岡
市
自
殺
対
策
計
画
の
推
進

鶴 岡 市 の 自 殺 の 現 状

１位　健康問題（108人）
２位　経済・生活問題（40人）
３位　家庭問題（32人）
４位　勤務問題（22人）
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全体として減少傾向
男性が女性の約２倍

自殺の原因と動機（H25～29）３

自殺死亡者数の推移１ 性別・年代別自殺死亡者数（H25～29）２

男性…若い世代・働き盛り世代・高齢
者などの20歳以上の年代で多い

女性…高齢者が
多い

■ 総数　■男性　■女性　 ■男性　■女性　

※�複数回答を集計。原因・動機別の
合計と自殺者数とは一致しない。

出典　１：人口動態統計（厚生労働省）　２・３：地域における自殺の基礎資料（厚生労働省）

「健康問題」の詳細（平成29年の全国の統計）
１位　うつ病の悩み・影響（39.7％）
２位　身体の病気の悩み（31.6％）
３位　�統合失調症、その他の精神疾患の

悩み・影響（22.0％）

Point

こころの
健康問題

が大きな原因
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指
し
、
平
成
31
年
３
月
に
「
い
の

ち
支
え
る
鶴
岡
市
自
殺
対
策
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
自
殺
の

リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
生
き
る
こ
と

の
促
進
要
因
を
増
や
す
取
り
組
み

を
、
基
本
施
策
に
沿
っ
て
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、「
こ
こ

ろ
元
気
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

の
市
民
向
け
講
演
会
の
開
催
・
相

談
先
の
周
知
と
い
っ
た
普
及
啓
発
、

自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
を
育
成

す
る
「
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
研

じ
た
と
き
に
、
誰
か
に
相
談
し
た

り
、
助
け
を
求
め
た
り
す
る
こ
と

に
た
め
ら
い
を
感
じ
ま
す
か
」
の

設
問
に
対
し
、「
感
じ
る
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
感
じ
る
」
と
約
４

割
の
市
民
が
回
答
し
て
い
ま
す
。

生
き
心
地
の
よ
い 

鶴
岡
市
の
実
現

　

本
市
で
は
、
誰
も
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
「
生
き
心

地
の
よ
い
鶴
岡
市
」
の
実
現
を
目

特集　いのち支える

鶴岡市自殺対策計画

　

鶴
岡
の
現
状
は
お
お
む
ね
全
国
と
同
じ
で
、
総
数

は
減
少
傾
向
で
す
が
男
性
が
多
く
、
特
に
壮
年
期
の

数
が
気
に
な
り
ま
す
。
会
社
で
は
ベ
テ
ラ
ン
で
何
の

心
配
も
な
さ
そ
う
な
方
が
、
最
悪
の
結
果
を
選
ぶ

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

自
殺
の
要
因
は
身
体
の
病
気
や
経
済
・
生
活
問
題
、

家
庭
問
題
な
ど
様
々
で
す
。
そ
れ
ら
が
複
合
的
に
作

用
し
た
結
果
、
自
殺
の
直
前
に
は
う
つ
病
な
ど
の
こ

こ
ろ
の
病
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
。
こ
こ

ろ
の
病
は
、「
休
む
の
は
甘
え
」「
病
院
に
行
っ
た
ら

負
け
」
と
い
う
意
識
が
ま
だ
根
強
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
風
邪
や
骨
折
な
ど
の
ほ
か
の
病
気
・

け
が
と
一
緒
な
ん
で
す
。
治
療
す
れ
ば
治
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
受
診
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

う
つ
病
な
ど
の
症
状
と
し
て
、
考
え
が
凝
り
固
ま

り
極
端
な
発
想
し
か
で
き
な
く
な
る
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
自
分
を
追
い
詰
め
て
し
ま
う
と
き
こ
そ
、

周
囲
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
周
囲
の
皆
さ
ん
が
変
化

を
見
逃
さ
ず
、
ま
ず
は
話
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

修
」
の
実
施
、看
護
師
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
」
等
の
個
別
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

重
点
施
策
と
し
て
「
高
齢
者
」「
生

活
困
窮
者
」「
勤
務
・
経
営
問
題
」

「
子
供
・
若
者
」
へ
の
対
策
を
各

関
係
機
関
と
連
携
し
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

掛
け
替
え
の
な
い
命
を
守
る
た

め
に
、
本
市
の
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
対
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

誰も自殺に追い込まれることのない
「生き心地のよい鶴岡市」の実現を目指して

地域ネットワークの強化
どこの相談窓口で受けても適切な機関につなぐため、
関係機関の連携を強化。地域全体での取り組みの推進

自殺対策を支える人材育成
市民が互いに支えとなり、悩みや困難を抱える人に早
期に気付き、相談窓口へつなぐ研修会の実施

市民への周知と啓発
一人で悩まず助けを求めることの大切さや、睡眠・休
養・うつ病予防などのこころの健康づくりの普及啓発

生きることの促進要因への支援
相談体制を充実させ、支援策・相談窓口情報を分かり
やすく発信。孤立しやすい人の居場所づくりと周知

山形県立こころの医療センター
精神科医師　米野 宏和 先生

■ 自殺死亡者の減少
■ 相談することにためらいを感じる人の減少
■ 睡眠で休養がとれていないと思う人の減少

ド
ク
タ
ー
に
聞
く

変
化
を
見
逃
さ
ず
、

ゆ
っ
く
り
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う

基本施策

目標
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お
互
い
に

　
　

支
え
合
う

　

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
を
一
人
で
も
減

ら
す
た
め
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
自
身
が
誰
か

の
支
え
に
な
る
、「
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　関係機関の連携を図るため、保健・医療・福祉・労働・教育・
法律・警察関係者等の21団体で構成。所属団体でこころのサ
ポーター研修を行うなど、それぞれの役割や機能を生かし、こ
ころの健康づくりの普及を進めています。

　本市は高齢者の自殺が多い傾向にあります。そこで、高齢者
の相談窓口になっている地域包括支援センターでは、職員がこ
ころのサポーター研修に参加し、予防につなげています。

年配の方の中には、生活や仕事での役割を一生懸命
果たすことで、自身だけでなく家族の悩みも抱えて
いる方も多いです。研修で学んだ具体的な支援の方
法を生かしていきたいと思います。

永寿荘地域包括支援センター・成澤真美さん

悩みを抱えている方は、助言よりもつらさの共感を
求めている場合があります。話を否定せず傾聴する
ことを心掛けています。「相談して良かった」と言っ
ていただいたときは、お役に立てたかなと思います。

地域包括支援センターなえづ・池田真理さん

同センターは高齢者の総合相談窓口なので、介護・
医療・生活などについて、高齢者の方だけでなく、
家族の方のお話を聞くことも多いです。悩みが少し
でも軽くなるように、一緒に考えていきたいですね。

地域包括支援センターかたりあい・川井芙美さん

自殺予防対策ネットワーク会議

地域包括支援センター

　合併前の羽黒町では、自殺者が多い（特に中高年男性）という現状がありました。そこで平成19年から市の自
殺対策である「こころの健康づくり推進事業」に取り組み、平成25年に地域住民を主体として同団が発足しました。

副代表
小南孝子 さん

代表
渡部衞 さん

羽黒地域こころの健康づくり応援団

渡
部
さ
ん　

主
な
活
動
は
こ
こ
ろ

の
健
康
へ
の
理
解
を
深
め
る
研
修

の
受
講
、
情
報
共
有
で
す
。
ま
た
、

地
域
住
民
向
け
の
講
演
会
を
開
い

て
寸
劇
で
自
殺
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

を
伝
え
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

小
南
さ
ん　

私
が
個
人
的
に
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
本
人
に
し
か
分

か
ら
な
い
悩
み
も
あ
る
」
と
念
頭
に
置
く
こ
と
。
簡
単

に
理
解
し
た
気
に
な
る
の
は
失
礼
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
の
上
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
話
を
聞

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
男
性
は
自
分
の
弱
さ
を
外
に
出

さ
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
友
達
か
誰
か
に

吐
き
出
す
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。　

渡
部
さ
ん　

私
た
ち
は
自
殺
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
自
殺
と
い
う
穴
に
落
ち
か
け
て
い
る
人

に
声
を
掛
け
、
落
ち
る
前
に
専
門
家
な
ど
の
治
療
へ
導

く
こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も
自
殺
者
が
少
な
く
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
南
さ
ん　

ま
ず
は
挨
拶
、
声
の
掛
け
合
い
で
す
。
知

ら
な
い
人
の
悩
み
に
気
付
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
の
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
み

ん
な
が
お
互
い
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
一
番
の

予
防
だ
と
思
い
ま
す
。

渡
部
さ
ん　

自
分
や
家
族
は

自
殺
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
殺
は
誰
に
で
も

起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。
大

切
な
人
の
悩
み
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
身
近
な

あ
な
た
な
ん
で
す
。

寸劇の様子

変化に
気付く

じっくりと
耳を傾ける

支援先に
つなぐ

温かく
見守る

　悩みや困難を抱える人に早期に気付
き、声を掛け話を聞き、必要な支援に
つなぎ、見守る人のことです。市民が
お互いにこころのサポーターになれる
よう、地域でこころの健康教室を実施
したり、市内の企業や団体に出張して
研修会を開いたりしています。

こころのサポーター
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周
り
に
心
配
な
人
は

い
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
様
子
が

い
つ
も
と
違
う
と
き
。
も
し
か
し

た
ら
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
仕
事
の
配
置
転

換
や
病
気
、
死
別
体
験
な
ど
の
生

活
の
変
化
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
身
近
な
人
が
悩
ん
で
い
る

こ
と
に
気
付
い
た
ら
、「
眠
れ
て

る
？
」「
よ
か
っ
た
ら
、
話
し
て

み
な
い
？
」
と
、
勇
気
を
出
し
て

声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な

た
の
行
動
が
、
自
殺
で
命
を
失
う

人
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悲
し
む
人

を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、 

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

生
き
て
い
く
中
で
誰
も
が
様
々

な
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
を
抱
え
ま
す
。

そ
の
と
き
に
大
切
な
の
は
、
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
で
す
。
誰

か
に
相
談
す
る
こ
と
で
解
決
で
き

た
り
、
解
決
が
困
難
な
こ
と
で
も

一
緒
に
考
え
る
人
が
い
る
こ
と
で

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
思
い
詰
め
て
し

ま
う
前
に
、
あ
な
た
の
悩
み
を
打

ち
明
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

特集　いのち支える

こころの健康・悩み等に関する相談窓口
気軽にご相談ください

健康課 25‐2111内線364／月曜～金曜日／8:30～17:15

よりそいホットライン 0120‐279‐338／年中無休／24時間

こころの健康相談統一ダイヤル 0570‐064‐556／月曜～金曜日／9:00～17:00

山形いのちの電話 023‐645‐4343／年中無休／13:00～22:00

庄内保健所地域保健福祉課 66‐4931／月曜～金曜日／8:30～17:15

山形県立こころの医療センター内
「こころの悩み電話相談室」 22‐3991／火曜日／10:00～12:00

心の健康インターネット相談
（山形県精神保健福祉センターHP）

https://www.pref.yamagata.jp/ou/kenkofukushi
/091013/netsodan/enter27.html

うつ病のサインチェックリスト

山形県立こころの医療センター
精神科認定看護師　安部 和明 さん

今の状態に当てはまるかどうかチェックしてみましょう

サインが続く場合は、医療機関等の
受診が必要かもしれません。！

□いつもと違う悲しい気持ちが消えない
□以前は楽しめていた活動が楽しめず、興味が持てない
□エネルギーの欠如、疲れやすい
□自分に自信がもてない、自分を大切に思えない
□現実に失敗したわけでないのに罪悪感がある
□死にたいと思う
□集中したり、物事を決めたりするのが困難
□�動きが緩慢になったり、興奮して、じっとしていられ
ないことがあったりする
□眠れない、または眠りすぎる
□�食べることに興味がわかない、時々食べ過ぎてしまう
こともある。食習慣の変化によって体重の増減がある

本人に自覚がない場
合もあります。ふだ
んと違う様子がない
か、気付くことがで
きると良いですね。

気分の落ち込み、興味・
喜びの喪失はうつ病の

大きな特徴です。生活や仕事に影響したり、
不眠が２週間以上続いたりする場合は、医
療機関等を受診することをお勧めします。
　自殺の大きな要因には社会的な孤立があ
ると思います。地域でもお互いに声を掛け
合うことが自殺対策の第一歩です。気にな
る人がいたら、相談窓口や地域担当の保健
師などに相談してみましょう。

医療の現場から
出典：「誰でもゲートキーパー手帳（第一版）」うつ病の症状について（内閣府）

２週間以上続く不眠は
うつ病のサイン
かもしれません

大切な人を
自死で亡くされた方へ

　山形県では、精神科医師等による
個別相談や、身近な方を自死で亡く
された方の語り合い・分かち合いを
実施しています。詳しくは本紙19
ページをご覧ください。

★
★

★
最近眠れていますか？
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（26）

　

京
都
府
宮
津
市
に
「
由
良
」
と
い
う
地
名

が
あ
る
。
蜂
子
皇
子
は
、
飛
鳥
の
地
の
宮
中

を
脱
し
、
そ
の
由
良
か
ら
船
に
乗
り
、
八
人

の
乙
女
が
い
た
現
在
の
鶴
岡
市
の
由
良
に
た

ど
り
着
い
た
。
そ
の
後
、
３
本
足
の
烏
（
か

ら
す
）
に
導
か
れ
羽
黒
山
に
登
り
出
羽
三
山

を
開
い
た
と
い
う
。

　

２
月
２
日
、
八
乙
女
太
鼓
が
響
き
渡
る
祝

宴
。
由
良
の
皆
さ
ん
の
長
年
の
取
り
組
み
が
、

昨
年
11
月
、
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰

を
受
賞
し
た
。
販
売
に
は
向
か
な
か
っ
た
小

鯛
や
小
型
の
タ
コ
を
活
用
し
た
加
工
品
の
開

発
、「
浜
ご
っ
つ
ぉ
」
を
紹
介
す
る
書
籍
の

出
版
、
修
学
旅
行
の
誘
致
や
海
岸
の
ご
み
拾

い
を
ス
ポ
ー
ツ
に
し
て
し
ま
う
企
画
、
自
治

会
、
観
光
協
会
、
漁
業
者
、
若
者
有
志
な
ど

が
、
由
良
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
次

世
代
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
日

は
、
由
良
在
住
の
市
役
所
職
員
も
、
地
元
住

民
と
し
て
、
受
付
、司
会
、写
真
撮
影
と
大
活

躍
だ
っ
た
。
元
気
な
地
域
は
、
地
元
在
住
の

市
役
所
職
員
を
活
動
に
し
っ
か
り
取
り
込
ん

で
い
る
。
こ
の
日
披
露
さ
れ
た
八
乙
女
太
鼓

は
鼠
ヶ
関
の
辨
天
太
鼓
の
指
導
を
受
け
て
育

ま
れ
て
き
た
も
の
。
ま
た
、
県
や
漁
協
は
も

と
よ
り
、
大
学
の
先
生
や
、
食
品
加
工
の
事

業
者
、
自
然
保
護
団
体
な
ど
、
由
良
と
い
う

地
域
を
実
に
多
様
な
関
係
者
が
支
え
て
い
る
。

　

蜂
子
皇
子
が
開
い
た
羽
黒
山
に
は
、
新
年

度
、
羽
黒
山
神
路
大
橋
が
開
通
す
る
。
山
形

県
に
よ
る
平
成
２
年
の
事
業
開
始
か
ら
足
掛

け
約
30
年
、
平
成
か
ら
令
和
に
架
か
る
橋
。

１
月
31
日
、
そ
の
橋
名
の
公
募
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
優
秀
応
募
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。「
羽
黒
山
大
橋
」、「
神
路
橋
」
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
応
募
し
た
４
名
は
、
い
ず
れ
も
羽

黒
在
住
も
し
く
は
地
元
に
縁
の
あ
る
方
だ
っ

転入・転出等の手続きは忘れずにしましょう
■問本所市民課☎内線111または各地域庁舎市民福祉課へ

　入学・就職・転勤などで住所が変わる方は、住民異
動届（転入・転居・転出）の提出が必要です。手続き
の際は、窓口に来庁する方の本人確認書類（運転免許
証またはマイナンバーカード等）をお持ちください。

　以上のような異動届のほか、以下に該当する方は、届
出が必要です。手続きに必要なものをご確認の上、忘れ
ずに行ってください。

対象者 窓口
国民健康保険または後期高齢
者医療に加入している

本所国保年金課�
〇国保医療担当�

☎内線124
〇後期高齢者医療担当�

☎内線126福祉医療証を持っている

�国民年金に加入している 本所国保年金課�
☎内線113

介護保険証を持っている 本所長寿介護課�
☎内線187

児童手当を受給している（市
内で転居したときは不要）

本所子育て推進課�
☎内線152

児童扶養手当を受給している 本所子育て推進課�
☎内線150

障害者手帳、自立支援医療受
給者証、障害福祉サービス受
給者証を持っている（転出す
るときは不要）

本所福祉課�
☎内線137

犬を飼っている（転出すると
きは不要）

健康課（にこ♥ふる）�
☎内線362

※各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます。

　他の市区町村から本市に引っ越した方は、住み始め
た日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転出証明書
・マイナンバーカードまたは通知カード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証（外国籍の方）
・世帯主の印鑑（国民健康保険に加入する方）
・後期高齢者医療負担区分等証明書（県外からの転入　
　の場合で、前に住んでいた市区町村で発行されたも　
　の）
・年金手帳（お持ちの方）
・年金証書（年金を受給している方）
・前に住んでいた市区町村で発行された介護保険証　　�
　（住所地特例施設に入所される方）

　本市から他の市区町村へ引っ越す場合、転出証明書
を発行します。
　転出予定日の14日前から手続きができます。
▼必要なもの
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入している方）
・介護保険証（お持ちの方）
※�新住所地に引っ越した日から14日以内に転入手続
きをしてください。

転出するとき

転入したとき

　転居した日から14日以内に届出をしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカードまたは通知カード
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カードまたは外国人登録証（外国籍の方）
・国民健康保険証（加入している方）
・後期高齢者医療保険証（加入している方）
・年金手帳（お持ちの方）
・年金証書（年金を受給している方）
・介護保険証（お持ちの方）　

市内で転居したとき
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市
政

市
役
所
本
所
市
民
課
の
窓
口
を
休

日
開
設
・
平
日
時
間
延
長
し
ま
す

　

３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
は
住
所
変
更
等
の

手
続
き
で
市
民
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
次
の
と
お
り
、
一
部
業
務
に
つ
い
て
窓

口
を
休
日
開
設
・
平
日
時
間
延
長
し
ま
す
。

▼
休
日
開
設
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

３
月
28
日
○土
・
29
日
○日
、
４
月
４
日
○土

▼
平
日
時
間
延
長（
午
後
７
時
ま
で
）　

３
月

23
日
○月
～
27
日
○金
、
30
日
○月
～
4
月
３
日
○金　

▼
取
扱
い
業
務　

▽
住
民
異
動
届
（
転
入
届

・
転
出
届
・
転
居
届
等
）　

▽
印
鑑
登
録

▽
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
全
部
〈
個
人
〉
事
項
証
明
書
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）　

▽
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
や
海
外
か
ら
の
転

入
の
届
出
、
広
域
交
付
住
民
票
・
納
税
証
明

書
の
交
付
は
取
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
１
１

各
種
証
明
書
を
持
ち
帰
る
た
め
に
使
用
す
る 

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒 

寄
附
者
募
集

■
規
格
・
予
定
数
量　

①
角
形
２
号
程
度（
Ａ

４
判
の
用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
…
７
万
３
、

０
０
０
枚　

②
角
形
６
号
程
度
（
Ａ
５
判
の

用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
…
１
万
枚　

■
封
筒

の
表
示　

広
告
ス
ペ
ー
ス
（
封
筒
の
表
面
及

び
裏
面
の
下
部
40
％
以
内
）、
市
章
・
市
の

業
務
内
容　

■
設
置
期
間　

８
月
１
日
○土
～

来
年
７
月
31
日
○土　

■
設
置
場
所　

本
所
市

民
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
の
窓
口
、

そ
の
他
市
長
が
指
定
す
る
場
所　

■申
鶴
岡
市

広
告
掲
載
要
綱
、
鶴
岡
市
広
告
入
り
窓
口
用

封
筒
の
寄
附
に
関

す
る
取
扱
要
領
を

確
認
の
上
、
３
月

13
日
○金
～
30
日
○月

に
窓
口
用
封
筒
寄

附
申
込
書
（
関
係

書
類
を
添
付
）
を

本
所
市
民
課
☎
内

線
１
５
８
へ　

■他

市
HP令

和
元
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内 

火
災
・
救
急
の
概
要

▼
火
災
件
数
、
損
害
額
、
死
者
・
負
傷
者
数　

総
出
火
件
数
は
47
件
で
前
年
に
比
べ
6
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
住
宅
火

災
は
13
件
。
火
災
に
よ
る
損
害
額
は
６
、０

６
２
万
円
で
、
前
年
よ
り
３
、３
７
３
万
円

減
で
す
。
死
者
は
１
人
で
前
年
よ
り
１
人
減
、

負
傷
者
は
７
人
で
前
年
よ
り
４
人
増
で
す
。

▼
出
火
原
因
第
１
位
は
「
た
き
火
」　

出
火

原
因
は
「
た
き
火
」
が
８
件
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
た
ば
こ
」、「
こ
ん
ろ
」
が
各
３
件
、

「
ス
ト
ー
ブ
」、「
放
火
の
疑
い
」、「
火
遊
び
」

が
各
１
件
の
順
と
な
っ
て
お
り
、「
そ
の
他
」

が
19
件
、「
不
明
・
調
査
中
」
が
11
件
で
す
。

そ
の
う
ち
住
宅
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
た

ば
こ
」、「
こ
ん
ろ
」、「
ス
ト
ー
ブ
」
が
各
１

窓口用封筒・表 窓口用封筒・裏

市の業務内容

鶴岡市役所

広告スペース

市の業務内容

広告スペース

件
、「
そ
の
他
」
が
４
件
、「
不
明
・
調
査
中
」

が
６
件
で
す
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器　

全
て
の
住
宅
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に

掃
除
・
点
検
し
、
本
体
は
10
年
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
16
・
１
件

救
急
出
動
件
数
は
５
、
９
０
６
件
で
、
前
年

よ
り
１
４
６
件
減
で
す
。
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
人
員
は
５
、
４
８
０
人
で
前
年
よ
り
１

７
８
人
減
で
す
。
搬
送
の
事
故
種
別
で
は
、

「
急
病
」
が
３
、
８
２
１
人
で
全
体
の
69
・

７
％
を
占
め
、
次
い
で
「
一
般
負
傷
」
が
７

６
４
人
、「
転
院
搬
送
」
が
４
６
９
人
、「
交

通
事
故
」
が
３
３
０
人
で
す
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

福
祉
・
年
金
・
医
療

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
１
民
生
区
（
第
一
学
区
）
…
小
野
寺
貞

子
（
城
南
町
〈
西
部
・
北
部
〉）、
後
藤
佐
智

（
主
任
児
童
委
員
）　

▽
第
３
民
生
区
（
第
三

学
区
）
…
佐
藤
陽
子
（
山
王
町
東
部
・
山
王

通
り
一
部
）　

▽
第
14
民
生
区
（
大
山
地
区
）

…
菅
原
良
喜
（
粕
塚
・
城
山
）　

▽
羽
黒
地

区
（
羽
黒
地
域
）
…
阿
部
く
に
子
（
川
代
山

・
仙
道
・
泉
野
・
八
森
）、
中
野
浩
司
（
桜

ケ
丘
・
今
野
・
向
山
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

た
。
一
昨
年
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
と
惜
し
ま
れ

た
市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
蜂
子
の
皇

子
物
語
」
が
、
東
北
電
力
の
地
域
を
応
援
す

る
事
業
に
採
択
さ
れ
、
今
年
11
月
に
奈
良
県

明
日
香
村
で
里
帰
り
公
演
さ
れ
る
。
古
代
ロ

マ
ン
か
ら
の
つ
な
が
り
が
つ
な
が
り
を
呼
び
、

皇
子
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
は

さ
せ
な
か
っ
た
。

　

地
方
創
生
の
文
脈
の
中
で
「
関
係
人
口
」

と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
移
住
し

た
「
定
住
人
口
」
で
も
な
く
、
観
光
に
来
た

「
交
流
人
口
」
で
も
な
い
、
地
域
や
地
域
の

人
々
と
多
様
に
関
わ
る
人
々
の
こ
と
を
指
す

用
語
だ
。「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
、ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
、

ゆ
ら
ま
ち
っ
く
」
を
掲
げ
、
関
係
人
口
を
う

ま
く
取
り
込
ん
だ
由
良
の
取
り
組
み
に
学
ぶ

こ
と
は
多
い
。

　

１
月
下
旬
、
食
文
化
創
造
都
市
推
進
課
に

勤
務
し
て
い
た
ラ
ー
ス
ロ
ー
・
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

さ
ん
が
、
東
京
で
の
新
し
い
仕
事
に
就
く
た

め
鶴
岡
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
出
羽
三

山
の
巫
女
（
み
こ
）
も
務
め
た
こ
と
も
あ
り
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
去
る
彼
女
を「
関
係
人
口
」の

力
を
引
き
出
す
こ
と
を
目
的
に
創
設
し
た
鶴

岡
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
認
定
し
た
。
ま
た
、
市

で
は
、「
地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
事
業
」
な

ど
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
職
員
制
度
を
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
地
元
以
外
の「
関
係
」

職
員
の
力
も
大
い
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

１
月
の
休
日
、
鶴
岡
で
最
も
有
名
な
あ
の

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
に
行
っ
た
。
一
時
間
半
待

っ
て
味
わ
っ
た
熱
い
一
杯
。
ラ
ー
メ
ン
を
す

す
り
な
が
ら
、今
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る「
関

係
人
口
」
は
、
実
は
私
た
ち
の
街
が
既
に
歴

史
に
根
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
私
の
曽
祖
母
も

羽
黒
の
手
向
の
宿
坊
か
ら
嫁
い
で
来
て
い
る
。

歴
史
に
加
え
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
、

そ
れ
は
あ
の
一
杯
の
ラ
ー
メ
ン
に
込
め
ら
れ

て
い
た
も
の
。
情
熱
が
人
の
心
を
動
か
す
。
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■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級　

②
療
育
手
帳
Ａ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級　

■問
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
の 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
た
期
間
が
あ
る
と
、
年
金
が
減
額

さ
れ
た
り
、
万
が
一
の
と
き
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
等　

保
険
料

の
一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・
４
分
の

１
免
除
）
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
一
部

納
付
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ず
、
受
け
取
る
年
金

額
に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
付
猶

予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金

額
を
増
や
す
た
め
に
、
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
前
の
分
ま

で
遡
っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
納
付
対
象
月
の
属
す
る
年

度
の
翌
々
年
度
を
過
ぎ
る
と
、
加
算
金
が
付

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い
の
業
務

委
託
事
業
に
係
る
公
募
説
明
会

■日
３
月
19
日
○木
午
後
２
時　

■場
市
役
所
本
所

別
棟
23
号
会
議
室　

■対
令
和
２
年
度
家
族
介

護
者
交
流
の
つ
ど
い
（
在
宅
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
を
対
象
と
し
た
交
流
会
）
業
務
の
受

託
を
希
望
す
る
事
業
者　

■申
３
月
13
日
○金
ま

で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
へ

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る
方

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方　

④
生
活
保

護
等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な

い
方　

■
助
成
額　

通
院
交
通
費
と
し
て
実

際
に
掛
か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
う
ち
、

低
い
方
の
額　

■申
３
月
31
日
○火
ま
で
申
請
書

・
通
院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を

利
用
し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
２
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー

券
・
福
祉
給
油
券
の
交
付

　

対
象
者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
押

印
の
上
、
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な

い
・
紛
失
し
た
・
新
た
に
対
象
に
な
っ
た
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を

▼
会
社
員
（
被
用
者
年
金
加
入
者
）
と
そ
の

配
偶
者　

▽
被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き

■持
退
職
年
月
日
を
証
す
る
書
類
（
離
職
票

等
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑　

▽
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
た
と
き　

■持
扶
養
か
ら
外
れ
た

日
を
証
す
る
書
類
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡
一
時

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
あ

り
）、
国
外
転
出
や
年
金
受
給
額
を
増
や
す

た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付
特
例

や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

■持
年
金

手
帳
、
印
鑑

▼
共
通　

■申
14
日
以
内
に
（〈
☆
〉
は
速
や

か
に
）
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
追
加

の
書
類
が
必
要
な
場
合
あ
り
。
本
人
以
外
の

手
続
き
は
委
任
状
が
必
要

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
率
等
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
、

医
療
費
な
ど
の
推
計
を
基
に
、
２
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
・
３

年
度
の
保
険
料
率
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
所
得
割
率　

８
・
６
８
％　

■
均
等
割
額

４
万
３
、
１
０
０
円　

■
賦
課
限
度
額　

年

64
万
円　

■
均
等
割
保
険
料
軽
減
対
象
の
拡

充　

２
割
・
５
割
軽
減
対
象
者　

■問
本
所
国

保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

城
南
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

美
原
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
３
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

５
月
中
旬
以
降　

■申
３
月
２

日
○月
～
18
日
○水
に
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
羽
黒
・
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

降
雨
や
気
温
上
昇
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す 

融
雪
期
の
雪
崩
に
注
意
!!

　

外
出
の
際
は
、
気
象
情
報
等
に
留
意
し
、

雪
崩
に
よ
る
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
山
の
斜
面
の
雪
割
れ
等
の

前
兆
現
象
や
変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安

全
な
場
所
へ
避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎

内
線
１
８
５
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す 

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■日
・
■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃　

４

月
５
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区　

12
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区　

19
日
○日
…
第
四
・
第
六

学
区　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

３
月
29
日
○日
…

西
郷
地
区　

４
月
５
日
○日
…
斎
・
京
田
・
栄

・
上
郷
・
三
瀬
地
区　

12
日
○日
…
黄
金
・
大

泉
・
小
堅
地
区　

19
日
○日
…
湯
田
川
・
田
川

・
湯
野
浜
・
由
良
地
区　

５
月
６
日
○水
…
加

茂
地
区　

10
日
○日
…
大
山
地
区　

■
ご
み
等

の
回
収
・
運
搬　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

第
一

～
第
六
学
区
…
当
日
午
後　

他
の
地
区
…
翌

日
か
ら
２
日
以
内　

▽
側
溝
清
掃　

２
日
以

内　

■申
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
…
廃
棄
物
対
策
課

☎
内
線
６
７
７　

▽
側
溝
清
掃
…
本
所
土
木

課
☎
内
線
４
４
８

子
供
の
ゲ
ー
ム
機
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
は 

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
を
！

　

子
供
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
可
能
な
ゲ
ー
ム
機
・
音
楽
プ
レ

ー
ヤ
ー
等
を
持
た
せ
る
場
合
は
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
機
能
）
を
設

定
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
、
利
用
目
的
・

方
法
・
時
間
・
料
金
等
を
家
族
で
よ
く
話
し

合
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う

■問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

０
１
２
０
‐
０
２
８
‐
２
３
４

水
道
メ
ー
タ
ー
取
替
え
の　

予
定
時
期
と
地
区

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
法
律
に
よ
っ
て
使
用
期

限
（
８
年
間
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

定
期
的
に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■日
４
月
～
12
月　

■場
▽
鶴
岡
地
域
…
三
和
町
、

苗
津
町
、
伊
勢
原
町
、
桜
新
町
、
ほ
な
み
町
、

馬
場
町
、
青
柳
町
、
切
添
町
、
淀
川
町
、
道

田
町
、
美
咲
町
、
大
宝
寺
、
勝
福
寺
、
伊
勢

横
内
、
布
目
、
森
片
、
宮
沢
、
下
川
、
大
山

二
丁
目
、
友
江
町
、
西
沼　

▽
藤
島
地
域
…

下
町
、
藤
岡
、
八
色
木
上
、
八
色
木
下
、
小

中
島
、
上
蛸
井
、
添
川　

▽
羽
黒
地
域
…
中

島
、
高
寺
、
下
馬
渡
、
猪
俣
新
田
、
狩
谷
野

目
、
赤
川
、
希
望
ヶ
丘
、
松
尾
、
石
野
新
田
、

羽
黒
山　

▽
櫛
引
地
域
…
西
荒
屋
、
西
片
屋
、

東
南
、
東
北
、
黒
川　

▽
朝
日
地
域
…
上
田

沢
、
大
針　

▽
温
海
地
域
…
鈴
、
一
霞
、
暮

坪
、
越
沢
、
鍋
倉
、
小
岩
川　

■問
上
下
水
道

部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
７
６
０
９

■他
予
定
地
区
以
外
で
も
取
替
え
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

　

公
共
下
水
道
鶴
岡
地
区
内
の
次
の
対
象
区

域
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
公

共
下
水
道
事
業
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
対
象
区
域
内
の
土
地
を
所
有
す
る
方

に
、
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
申
告
書
を
４

月
に
送
付
し
ま
す
。

■
対
象
区
域　

滝
沢
地
区
、
上
山
谷
地
区
、

寿
地
区
、
高
坂
地
区
、
湯
田
川
地
区
、
藤
沢

地
区
、
小
波
渡
地
区
、
堅
苔
沢
地
区
、
加
茂

地
区
、
下
川
地
区
、
千
安
京
田
地
区
、
面
野

山
地
区
、
辻
興
屋
地
区
の
各
一
部　

■問
上
下

水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

令
和
２
年
度
水
質
検
査
計
画

を
公
表
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目

・
頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を

市
HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
同
計
画
へ
の
ご

意
見
等
が
あ
る
方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課

☎
23
‐
７
７
３
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
次
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業　

■内

文
下
公
民
館
の
建
設　

■問
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
９

荘内病院�医療サービス向上の取り組み
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6333

新しい外来診療のご案内・・・・・・・・・・・　

　当院では、「病院総合診療科」と「リンパ浮腫外来」
の診療を毎週木曜日に行っています。
　病院総合診療科は、疾患や病状に関係なく在宅医
療を希望している方やその家族の相談外来で、病状
によっては訪問診療も行います。
　リンパ浮腫外来は、診断をした上で治療の計画を
立てて、リンパ浮腫療法士の資格を持つ看護師が理
学療法を行います。
　いずれも予約制（当日予約可）です。紹介状がな
くても受診できますが、その場合は非紹介患者初診
加算5,000円が掛かります。
■問同院医事課☎26‐5111内線6119

３月に緩和ケア病床を開設します・・・・・・　

　病気に対する積極的な治療を希望しないがんの終
末期患者や、入院しながら在宅療養に向けて症状コ
ントロールが必要な患者などに対して専門スタッフ
がケアを行う「緩和ケア病床」を、３月に庄内地域
で初めて、当院７階東入院棟に４床開設します。
　快適さを重視して、患者やその家族がゆったりと
療養できる環境を提供します。
■問同院地域医療連携室☎26‐5111内線6203

ＭＲＩ装置の更新について・・・・・・・・・・　

　昨年９月、当院に２台ある
ＭＲＩ装置のうち１台を、こ
れまでよりも短時間で高画質
の画像を撮影できる最新機種
に更新しました。　
　また、３月にはもう１台が更新され、主に頭部や
四肢の画像がさらに高画質になり、小児の検査がよ
りしやすくなります。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 おいしい鶴岡　食の映画祭

＜鶴岡まちなかキネマ＞

食をテーマとした映画を 4本上映し、内容に
ちなんだイベントを開催しました。鶴岡で日本
酒に携わる女性や交流のために海外派遣された

１.24
　～30

市内料理人の講演に加え、日本酒、ワイン、コー
ヒー、地元食材を使った料理などを提供。多く
の観客が訪れ、食文化を学び楽しみました。

昨年６月の山形県沖地震の際、酒瓶が割れるな
ど蔵元に大きな被害があった大山地区で、恒例
の同まつりが開催されました。４つの蔵元が丹

精込めて作った新酒を試飲する酒蔵巡りや、大
吟醸など厳選した８銘柄の飲み比べ等を実施。
県内外から訪れた日本酒ファンで大盛況でした。

大山新酒・酒蔵まつり

＜大山地区＞

２.８

鶴岡
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11.27

藤島 長沼地区地域活動センター開所式

平成30年３月に閉校した旧長沼小学校
が、建物や設備などの改修により、地域
住民の活動拠点に生まれ変わりました。

１.18

＜長沼地区地域活動センター＞

温海 福栄雪まつり

雪不足のため、屋内のスポーツ・レクリ
エーションを実施。参加者で人間空中ブ
リッジに挑戦するなどして楽しみました。

１.26

＜旧福栄中＞

櫛引 くしびきスポ・レク祭

小学生からお年寄りまで幅広い世代が参
加。ソフトバレー、ペタンク、カローリン
グを楽しみ、会場は熱気に包まれました。

２.９

＜櫛引スポーツセンター＞

応募総数842件の中から、参考になった
作品「神路橋」「羽黒山大橋」を応募し
た４人に表彰状と記念品が送られました。

１.31

＜市役所本所＞

羽黒 「羽黒山神路大橋」橋名応募優秀賞表彰式

朝日 新春キジ汁まつり

大鍋に用意された250人前のキジ汁。立
ち上る湯気と一緒にいい香りが会場に広
がり、並んで待つ人の食欲を誘いました。

１.19

＜月山あさひ博物村＞

１.26
山形交響楽団等が出演。没後20年とな
る作曲家の中田喜直氏をしのび、最後は
『雪の降るまちを』を全員で合唱しました。

鶴岡 鶴岡音楽祭2020

＜荘銀タクト鶴岡＞
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催
し

藤
沢
周
平
記
念
館　
　
　
　

作
品
題
名
書
道
展

■日
３
月
５
日
○木
～
31
日
○火
午
前
９
時
～
午
後

４
時
30
分　

■内
鶴
岡
中
央
高
校
書
道
部
が
藤

沢
作
品
を
読
み
、
印
象
に
残
っ
た
作
品
の
題

名
を
書
道
で
表
現　

■費
入
館
料　

■場
・
■問
同

館
☎
29
‐
１
８
８
０

鶴
岡
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る　
　
　
　

「
鶴
岡
雛
物
語
」

▼
雛ひ

な

人
形
展
示　

▽
荘
内
神
社
「
宝
物
殿
」
城
下
町
の
雛
物
語

■日
３
月
22
日
○日
ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分　

■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

▽
龍
の
湯
「
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
氷
室
」
温
泉

宿
の
ひ
な
祭
り　

■日
３
月
１
日
○日
～
31
日
○火

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
４

０
０
円　

シ
ニ
ア
・
学
生
…
３
０
０
円　

小

学
生
…
２
０
０
円　

■問
龍
の
湯
☎
75
‐
２
２

４
１

▽
致
道
博
物
館
「
御
隠
殿
」
鶴
岡
雛
物
語

■日
３
月
１
日
○日
～
４
月
５
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学

生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

▽
湯
田
川
温
泉
「
旧
白
幡
邸
」
旧
白
幡
家
の

お
ひ
な
様　

■日
３
月
１
日
○日
～
４
月
５
日
○日

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■費
大
人
…
３
５
０

円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円　

■問
湯
田
川

温
泉
観
光
協
会
☎
35
‐
４
１
１
１

▽
つ
る
お
か
雛
め
ぐ
り　

お
雛
は
ん
魅
さ
へ

～　

■日
３
月
１
日
○日
～
４
月
３
日
○金　

■場
の

ぼ
り
の
あ
る
各
店
舗　

■問
鶴
岡
商
工
会
議
所

☎
24
‐
７
７
１
１　

■他
先
着
７
０
０
人
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
手
拭
い
を
進
呈
す
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
開
催

▽
旧
風
間
家
住
宅
「
丙
申
堂
」 
丙
申
堂
の
ひ

な
祭
り　

■日
３
月
14
日
○土
～
４
月
５
日
○日
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■費
大
人
…
４
０

０
円　

高
校
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円　

■問
克
念
社
☎
22
‐
０
０
１
５

▽
湯
野
浜
温
泉
雛
め
ぐ
り　

■場
湯
野
浜
温
泉

各
旅
館
（
開
催
日
は
各
旅
館
に
問
合
せ
）

■問
湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐
２
２
５
８

▽
共
通　

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
内
線
５
６

９　▼
こ
ち
ら
で
も
雛
人
形
が
展
示
さ
れ
ま
す

▽
長
沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
の
ひ
な
か
ざ
り

■日
３
月
１
日
○日
～
28
日
○土
午
前
６
時
～
午
後

10
時
（
12
日
○木
は
午
後
５
時
か
ら
）　

■問
長

沼
温
泉
ぽ
っ
ぽ
の
湯
☎
64
‐
４
１
２
６

▽
あ
つ
み
温
泉
湯
の
ま
ち
人
形
め
ぐ
り　

■日

３
月
１
日
○日
～
31
日
○火　

■場
旅
館
、
商
店

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他

各
施
設
で
公
開
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
展
示

施
設
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催　

▼
顔
出
し
看
板
設
置　

■日
３
月
１
日
○日
～
４

月
５
日
○日
（
施
設
に
よ
っ
て
若
干
異
な
り
ま

す
）　
■場
致
道
博
物
館
、
龍
の
湯
、
荘
内
神

社　

■問
各
施
設　

■他
写
真
を
撮
る
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
進
呈

▼
あ
こ
が
れ
の
姫
様
気
分
！
「
つ
る
お
か
姫

様
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　

■日
３
月
１
日
○日
～
各

施
設
雛
人
形
展
示
最
終
日
　
■場
致
道
博
物
館
、

龍
の
湯
、
丙
申
堂
、
旧
白
幡
邸
、
荘
内
神
社

■内
入
場
後
「
お
姫
様
に
な
り
た
い
で
す
」
と

伝
え
て
い
た
だ
い
た
方
に
先
着
順
で
缶
バ
ッ

ジ
を
進
呈　

■問
各
施
設　

■他
缶
バ
ッ
ジ
を
付

け
て
同
物
語
関
連
施
設
を
巡
る
と「
お
姫
様
」

と
呼
ば
れ
ま
す

▼
へ
ん
し
ん
！
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま　

■日

・
■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）
…
３
月
７
日
○土　

丙
申
堂
…
15
日
○日　

龍
の
湯
…
20
日
○金
・
21

日
○土　

致
道
博
物
館
…
22
日
○日
～
４
月
４
日

○土　

旧
白
幡
邸
…
５
日
○日
・
11
日
○土
・
12
日

○日　

■内
簡
単
な
着
付
け
で
お
雛
様
に
変
身

■問
各
施
設　

■他
写
真
を
撮
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
進
呈

▼
お
雛
菓
子
づ
く
り　

■日
・
■場
フ
ー
デ
ェ
ヴ

ァ
ー
…
７
日
○土　

致
道
博
物
館
…
８
日
○日
・

22
日
○日　

龍
の
湯
…
20
日
○金
・
21
日
○土　

旧

白
幡
邸
…
29
日
○日　

丙
申
堂
…
４
月
５
日

○日　

■時
午
後
１
時
～
３
時　

■費
１
個
２
０
０

円
（
別
途
入
館
料
が
掛
か
る
場
合
あ
り
）

■問
各
施
設

邦
楽
邦
舞
合
同
公
演 

芸
能
の
つ
ど
い

■日
３
月
８
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

■
出
演
団
体　

ゲ
ス
ト
…
こ
ど
も
文
化
ク
ラ

ブ
（
尺
八
、
文
化
筝
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
）　

尺

八
…
荘
内
竹
道
会
、
琴
古
流
尺
八
鶴
岡
竹
友

会　

日
本
舞
踊
…
藤
靜
会　

謡
曲
…
宝
生
流

鶴
岡
五
雲
会
、
庄
内
謡
曲
愛
好
会　

詩
吟
…

日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会　

琵び

わ琶
…
錦
心
流

琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部　

■費
大
人
…
５

０
０
円　

高
校
生
以
下
…
無
料　

■問
社
会
教

育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７

映
画
『
い
た
だ
き
ま
す 

こ
こ

は 

、
発
酵
の
楽
園
』
上
映
会

■日
３
月
13
日
○金
か
ら
２
週
間
上
映
予
定　

■場

鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ　

■内
有
機
野
菜
を
育

て
る
園
児
や
農
家
の
姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
、
土
と
お
腹
の
微
生
物
の
発
酵
に

つ
い
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現　

■費
前
売

り
券
１
、
３
０
０
円　

■問
映
画
『
い
た
だ
き

ま
す
』
鶴
岡
上
映
委
員
会
☎
24
‐
８
３
８
７　

■他
期
間
中
マ
ル
シ
ェ
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
あ

り 

地
域
人
口
分
析
・
予
測
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
報
告
講
演
会

■日
３
月
14
日
○土
午
後
2
時　

■場
公
益
大
大
学

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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司
氏
（
出
羽
三
山
山
岳
宗
教
研
究
所
主
幹
）

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円　

■場

・
■申
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

～
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
～

■日
３
月
21
日
○土
午
後
６
時　

■
出
演　

jazz 
vocal group BREEZE　

■費
高
校
生
以

上
…
１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０

０
円　

■場
・
■問
加
茂
水
族
館
☎
33
‐
３
０
３

６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
お
持
ち
の
方
は

無
料鎌

田
邦
裕
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

■日
３
月
28
日
○土
・
29
日
○日
午
後
７
時　

■場
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
大
人
…
１
、
５

０
０
円　

学
生
…
１
、
０
０
０
円
（
当
日
は

各
５
０
０
円
増
し
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

鶴
岡
楽
器　

藤
沢
周
平
記
念
館
開
館
10
周
年
特
別

企
画
展
『
橋
も
の
が
た
り
』
の
世
界

■日
４
月
３
日
○金
～
９
月
29
日
○火
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
３
２
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
無
料　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

■他
４
月
２
日
○木
は
展
示
替
え
の
た
め
休
館

地
域
の
皆
さ
ん
と
創
り
上
げ
る
夢
の
花
舞
台

花
み
ず
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

■日
４
月
５
日
○日　

■場
中
央
公
民
館　

■時
・
■内

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

院　

■内「
地
元
を
創
り
直
す
時
代
～
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
～
」
藤
山
浩
氏

（
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
所
長
）　

■申
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
９
８

中
央
公
民
館 　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

■日
３
月
15
日
○日
・
22
日
○日
・
23
日
○月
・
25
日

○水　

■時
・
■内
午
前
11
時
…
『
そ
れ
い
け
！
ア

ン
パ
ン
マ
ン
～
星
の
色
と
空
の
色
～
』　

午

後
１
時
30
分
…
『
銀
河
鉄
道
９
９
９　

赤
い

星
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス　

い
の
ち
の
輝
き
』　

３

時
…
『
か
ぐ
や
と
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ａ
』　

■定
各

回
先
着
78
人
　
■費
３
歳
以
上
…
１
０
０
円

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０

復
興
支
援
公
演　
　
　
　
　
　

鶴
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
３
月
15
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡
　
■内
由
良
八
乙
女
太
鼓
、
ふ
じ
し

ま
太
鼓
鼓
粋
、
朝
日
祥
雲
御
山
太
鼓
、
念
珠

関
辨
天
太
鼓
ほ
か　

■費
中
学
生
以
上
…
１
、

０
０
０
円
（
当
日
は
２
０
０
円
増
し
）　

小

学
生
以
下
…
無
料　

■申
鶴
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

鶴
岡
市
春
季
囲
碁
大
会

■日
３
月
20
日
○金
午
前
10
時　

■場
勤
労
者
会
館

■対
Ａ
ク
ラ
ス
…
４
段
以
上　

Ｂ
ク
ラ
ス
…
３

段
以
下　春

の
大
梵
字
ま
つ
り

■日
３
月
20
日
○金
～
４
月
19
日
○日
午
前
11
時
～

午
後
５
時　

■内
朝
日
産
十
割
そ
ば
・
春
の
山

菜
天
ぷ
ら
等
を
提
供　

■費
１
、５
０
０
円（
当

日
は
１
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■問
そ
ば
処「
大

梵
字
」
☎
53
‐
３
４
１
３

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン　
　

庄
内
就
職
説
明
会

■日
３
月
20
日
○金
・
21

日
○土
午
後
１
時
～
４

時
30
分　

■場
い
ろ
り

火
の
里
な
の
花
ホ
ー

ル
（
三
川
町
）　

■対

来
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
高
専
等
を
卒
業
見
込
み
の
学
生
、
既

卒
者
で
未
就
職
の
方
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望

者　

■内
庄
内
地
域
の
企
業
が
各
日
約
60
社
ず

つ
参
加
し
、
企
業
内
容
全
般
に
つ
い
て
説
明

■問
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
☎
66
‐

５
４
８
５

い
で
は
文
化
記
念
館
歴
史
講
座　
　
　

古
文
書
か
ら
み
る
羽
黒
山
の
神
仏
分
離

■日
３
月
21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■師
後
藤
赳

■ 入場料（全席指定、税込み）
　�全部よい席：7,800円　S席：6,000円　
　Ａ席：4,500円　お手軽チケット：3,000円
　※未就学児入場不可。
　※�車椅子席はギルドネクストまでお問い合わせくだ
さい。

■チケット販売
　〇荘銀タクト鶴岡（窓口販売）
　〇ローソンチケット（Ｌコード：22580）
　〇チケットぴあ（Ｐコード：176 ｰ 874）
　〇イープラス（http://eplus.jp)
■問合せ
　ギルドネクスト☎022‐222‐2033
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前11時～午後５時）

５月 30 日（土） 
 午後 5 時 開演　
荘銀タクト鶴岡

 大ホール

イルカ　ほのぼのコンサート　
プレ50周年
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午
前
10
時
…
み
ん
な
の
芸
能
の
集
い　

午
後

0
時
30
分
…
花
み
ず
き
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

■費
２
、５
０
０
円
（
完
全
前
売
り
制
）　

■

前
売
り
券
取
扱
い
・
■申
３
月
31
日
○火
ま
で
つ

る
お
か
花
み
ず
き
歌
謡
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

入
会
説
明
会

■日
４
月
15
日
○水
・
30
日
○木
、
５
月
15
日
○金
・

28
日
○木
、
６
月
15
日
○月
・
30
日
○火
、
７
月
15

日
○水
・
30
日
○木
、
８
月
14
日
○金
・
31
日
○月
午

前
10
時
（
６
月
15
日
は
午
後
６
時
30
分
）

■持
筆
記
用
具　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐

４
４
３
６

義
経
上
陸
の
地　
　
　
　
　

鼠
ヶ
関
を
歩
こ
う
会

■日
４
月
15
日
○水
午
前
11
時
～
午
後
４
時
（
マ

リ
ン
パ
ー
ク
ね
ず
が
せ
き
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
60
人　

■内
念
珠
関
址し

、
神み

こ
し輿
流
し
、

念
珠
の
松
庭
園
等
を
見
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■費
中
学
生
以
上
…
２
、
０
０
０
円　

小
学
生

以
下
…
１
、
２
０
０
円　

■申
４
月
６
日
○月
ま

で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

春
季
消
防
演
習

■日
４
月
26
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木

原
公
園　

■内
消
防
訓
練
、
ま
と
い
振
り
、
は

し
ご
乗
り
、
消
防
車
両
の
分
列
行
進
等　

■問

消
防
本
部
警
防
課
☎
22
‐
８
３
２
０　

■他
雨

天
決
行
。
当
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
規

制
あ
り

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■日
水
曜
教
室
…
４
月
１
日
か
ら
の
水
曜
日
午

後
７
時　

金
曜
教
室
…
３
日
か
ら
の
金
曜
日

午
前
10
時　

火
曜
教
室
…
７
日
か
ら
の
火
曜

日
午
後
１
時
30
分　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育

館
等　

■費
月
額
２
、
０
０
０
円
、
入
会
金
３
、

０
０
０
円
、
年
会
費
１
、
０
０
０
円　

■申
同

教
室　

■他
各
曜
日
体
験
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

▼
楽
し
い
山
歩
き
教
室　

■日
座
学
（
必
修
）

…
４
月
４
日
○土
・
11
日
○土
午
後
１
時
30
分

（
小
真
木
原
総
合
体
育
館
）　

実
践
…
４
月
25

日
○土
～
来
年
３
月
（
全
６
回
）　

■対
登
山
を

基
礎
か
ら
学
び
た
い
方
先
着
20
人　

■費
１
万

円
（
別
途
実
践
経
費
等
）　

■申
３
月
27
日
○金

ま
で

▼
短
期
教
室　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
初
心
者
コ
ー

ス
（
全
６
回
）　

■日
４
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日
、
５
月
11
日
・
18
日
の
月
曜
日
午

前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■費
４
、

０
０
０
円

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

出
羽
庄
内
国
際
村 

楊
式
太
極
拳
講
座
前
期（
全
24
回
）

■日
入
門
コ
ー
ス
…
４
月
８
日
○水
～
９
月
23
日

○水　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
…
４
月
９
日
○木

～
９
月
24
日
○木　

■時
午
後
７
時　

■師

莉
莉

氏　

■費
２
万
１
、
６
０
０
円　

■場
・
■申
同
館

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

時
45
分
（
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
駐
車
場
集
合
。

送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
に
市
役
所
本
所
発
）

■場
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
駐
車
場
→
リ
フ
ト
乗
車

→
中
台
池
→
丸
森
山
→
林
道
→
管
理
棟
エ
ト

レ　

■対
深
雪
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
健
康
な

方
70
人
（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）　

■費

１
、
２
０
０
円　

■持
か
ん
じ
き
（
貸
出
あ
り
。

要
事
前
申
込
み
）、
ス
キ
ー
用
ス
ト
ッ
ク
等

■申
３
月
９
日
○月
～
16
日
○月
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
積
雪
状
況
で
コ
ー
ス

変
更
あ
り

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　

講
習
会

■日
３
月
22
日
○日
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
学
生
以
上
40
人　

■申
３
月
15
日
○日
ま
で

鶴
岡
山
岳
会

50
万
歩
・
１
０
０
万
歩
踏
破

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
誌

に
毎
日
の
歩
数
を
記
録

し
て
、
50
万
歩
・
１
０

０
万
歩
を
達
成
し
、
届

け
出
た
方
に
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
挑
戦
期
間　

４
月
～
12
月　

■
届
出
・
記

念
品
受
け
取
り　

８
月
、
12
月　

■
日
誌
配

布
場
所　

小
真
木
原
総
合
体
育
館
、
本
所
国

保
年
金
課
・
長
寿
介
護
課
、
健
康
課
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
藤
島
・
羽
黒
体
育

館
、
櫛
引
・
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
温

海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

が
ん
患
者
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
支
援 

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
３
月
11
日
○水
・
25
日
○水
午
後
１
時
～
４
時　

■場
荘
内
病
院　

■問
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎

26
‐
５
１
５
５

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
３
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■内「
う
つ
病
を
知
ろ
う
～
最
近
の
う
つ

病
治
療
に
つ
い
て
～
」
石
黒
慎
氏
（
こ
こ
ろ

の
花
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、「
私
た
ち
の
町
で

災
害
が
起
き
た
ら
～
荘
内
病
院
の
取
り
組
み

～
」
宮
崎
隆
寛
（
救
急
看
護
認
定
看
護
師
）

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴

岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
3
月
19
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
（
別
途
手
続
が
必
要
）

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
雪
化
粧
の
中
台
池
・
丸
森
山
へ　

雪
上
か

ん
じ
き
ウ
ォ
ー
ク　

■日
３
月
21
日
○土
午
前
８
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鶴
岡
水
泳
育
成
協
会　
　
　

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
＆
泳
ご
う
コ
ー
ス　

■時
午
前
９
時

45
分　

■対
年
長
児
～
小
学
生　

▼
水
あ
そ
び
コ
ー
ス　

■時
午
前
10
時
45
分　

■対
４
歳
～
年
長
児

▼
共
通　

■日
毎
週
土
曜
日　

■場
市
民
プ
ー
ル

■費
月
額
３
、
５
０
０
円
　
■申
同
協
会
☎
22
‐

０
０
７
４　

■他
HP

鶴
岡
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ

中
学
生
会
員
募
集

■日
毎
週
土
曜
日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
公

園
南
多
目
的
広
場　

■費
会
費
…
月
額
１
、
０

０
０
円
（
半
年
分
を
前
納
）　

保
険
料
等
…

１
、
３
０
０
円　

■申
３
月
14
日
○土
午
前
９
時

～
10
時
に
小
真
木
原
総
合
体
育
館
へ　

子
育
て
・
子
供
向
け

南
部
児
童
館　

み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！　

■日
３
月
13
日

○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■内
簡
単
な
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を
制
作　

■申
３

月
２
日
○月
～
12
日
○木

▼
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
「
ポ
ピ
ン
ズ
」
会
員
募

集　

■日
４
月
20
日
か
ら
の
毎
週
月
曜
日
午
前

９
時
45
分　

■対
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
20
組　

■内
遊
び
、
絵
の
具
、
粘
土
、

工
作
、
食
育
、
館
外
活
動
等　

■費
１
、
１
６

活
動
等　

■申
３
月
16
日
○月
～
４
月
19
日
○日

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

大
山
児
童
館
「
幼
児
教
室　

お
ひ

さ
ま
く
ら
ぶ
」
年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
14
日
か
ら
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時

■対
１
歳
～
３
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

先
着
12
組　

■内
製
作
活
動
、
運
動
遊
び
、
自

然
遊
び
、
お
は
な
し
会
、
食
育
等　

■費
１
、

５
１
０
円　

■場
・
■申
３
月
２
日
○月
か
ら
同
館

☎
38
‐
０
２
６
０
へ

中
央
児
童
館「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」

年
間
登
録
者
募
集

■日
４
月
16
日
～
来
年
３
月
11
日
の
毎
週
木
曜

日
午
前
10
時
30
分　

■対
お
お
む
ね
２
歳
・
３

歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
食
育
、
製
作
、
遠
足
、
季
節
行
事
、
運
動

遊
び
等　

■費
２
、
４
０
０
円　

■場
・
■申
同
館

☎
24
‐
４
６
０
８

施
設
の
催
し

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
３
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
茶
の
湯　

■日
３
月
６
日
・
13
日
・
27
日
、

４
月
３
日
・
10
日
・
17
日
の
金
曜
日
午
前
９

時
30
分

▼
な
ご
み
（
お
茶
）　

■日
３
月
10
日
・
17
日
・

24
日
、
４
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
の

火
曜
日
午
前
９
時
30
分

０
円　

■申
３
月
２
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
３
月
の
講
座

「
子
育
て
で
大
切
な
こ
と
」

■日
3
月
10
日
○火
午
前
10
時
30
分　

■師
中
央
児

童
館
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

５
図
書
館
本
館　
　
　
　
　
　
　

英
語
で
お
は
な
し
会

■日
３
月
15
日
○日
午
前
10
時　

■対
幼
児
～
小
学

生　

■内
カ
ナ
ダ
出
身
の
読
み
手
が
英
語
で
絵

本
を
読
み
聞
か
せ　

■場
・
■問
同
館
☎
25
‐
２

５
２
５親

子
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

■日
３
月
29
日
○日
午
前
10
時
、
午
後
１
時　

■定

各
回
先
着
８
組　

■内
朝
日
産
そ
ば
粉
を
使
っ

て
そ
ば
を
３
人
前
製
作　

■費
１
組
１
、
５
０

０
円　

■場
・
■申
３
月
25
日
○水
ま
で
そ
ば
処

「
大
梵
字
」
☎
53
‐
３
４
１
３
へ

西
部
児
童
館　

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
年
間
登
録
者
募
集　

■日

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■対
1
歳
～
３

歳
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
25
組　

■内
触
れ
合

い
遊
び
、
製
作
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
講
習

会
等　

■申
３
月
９
日
○月
～
23
日
○月

▼
ゆ
め
っ
く
り
フ
レ
ン
ズ
☆
年
間
登
録
者
募

集　

■対
小
学
生
30
人　

■内
月
１
回
程
度
の
小

学
生
行
事
活
動
や
年
数
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
各
コ
ー
ス
４
人
以
上

で
開
講鶴

岡
田
川
地
区　
　
　
　
　

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■日
４
月
19
日
か
ら
約
５
か
月
間
の
日
曜
日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
１
時　

■場
赤
川
河
川
敷

グ
ラ
ウ
ン
ド　

■対
男
性
…
鶴
岡
田
川
地
区
に

在
住
で
昭
和
37
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方　

女
性
…
同
地
区
に
在
住
の
社
会
人

（
年
齢
不
問
。
学
生
を
除
く
）　

■費
１
人
１
、

５
０
０
円　

■申
３
月
22
日
○日
午
前
10
時
～
正

午
に
勤
労
者
会
館
へ
（
申
込
み
は
チ
ー
ム
単

位
）　

■問
同
大
会
事
務
局

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　
　
　
　
　
　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
月
曜
日
午
後
７
時
…
朝
暘
武
道
館

木
曜
日
午
後
７
時
35
分
…
朝
暘
一
小　

土
曜

日
午
後
５
時
…
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー　

■費
月

額
２
、
５
０
０
円
（
別
途
入
会
金
２
、
０
０

０
円
、
父
母
会
費
１
世
帯
５
０
０
円
）　

■申

和
道
会
鶴
岡
支
部　

■他
見
学
可

鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ 

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
Ａ 

会
員
募
集

■日
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時　

■場
共
用
体
育
館

■対
小
・
中
学
生　

■費
月
額
１
、５
０
０
円
（
別

途
登
録
料
１
、
０
０
０
円
、
保
険
料
８
０
０

円
）　

■申
初
回
練
習
日
の
４
月
10
日
○金
に
会

場
へ
（
■持
筆
記
用
具
、
印
鑑
）　
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レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
３
月
15
日
○日
午
前
８
時
30

分
（
湯
殿
山
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
丸
森
前
集

合
）　

■場
リ
フ
ト
乗
車
→
タ
キ
チ
平
→
丸
森

→
品
倉
尾
根　

■対
体
力
の
あ
る
方
先
着
20
人

■費
３
、
０
０
０
円　

■申
３
月
10
日
○火
ま
で

▼
早
春
の
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
４
月
４

日
○土
午
前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）

■定
先
着
25
人　

■内
木
々
、
植
物
を
観
察
し
な

が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■費
大
人
…
５
０
０
円

中
学
生
以
下
…
無
料　

■申
３
月
31
日
○火
ま
で

▼
里
山
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①
４

月
８
日
○水　

②
11
日
○土　

■時
午
前
９
時
（
由

良
海
岸
駐
車
場
集
合
）　

■定
各
日
先
着
25
人

■内
植
物
、
花
を
観
察
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
ト

レ
ッ
キ
ン
グ　

■費
大
人
…
１
、
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申
①
４
月
４
日

○土
ま
で　

②
８
日
○水
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
気
象
状
況
で
内
容
変
更
ま
た
は
中
止

講
座
・
講
習
会

郷
土
史
講
座

▼
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
と
そ
の
評
価

■日
３
月
７
日
○土
午
後
２
時　

■師
岩
立
将
史
氏

（
徳
川
記
念
財
団
学
芸
員
）

▼
歌
人
服
部
正
樹
の
注
釈
作
業
―
近
世
後
期

荘
内
歌
壇
を
俯
瞰
し
て
―　

■日
３
月
14
日
○土

午
後
２
時　

■師
藤
田
洋
治
氏（
山
形
大
学
地

域
教
育
文
化
学
部
教
授
）

▼
共
通　

■定
各
回
70
人　

■場
・
■申
図
書
館
本

館
☎
25
‐
２
５
２
５

▼
春
休
み
企
画
「
小
学
生
と
大
先
輩
の
将
棋

・
囲
碁
交
流
」　

■日
３
月
23
日
～
４
月
３
日

の
月
曜
～
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時　

▼
共
通　

■場
・
■問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
24

‐
０
０
６
６

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
展
示
「
早
春
の
草
花
展
」　

■日
３
月
７
日

○土
～
４
月
20
日
○月

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
お
味
噌
づ
く
り
」　

■日
３
月
14
日
○土
午
前
10
時　

■定
10
組　

■費
２
、

０
０
０
円　

■持
み
そ
を
入
れ
る
容
器　

■申
３

月
９
日
○月
ま
で

▼
里
地
里
山
学
第
5
講
「
鶴
岡
市
の
カ
タ
ク

リ
」　

■日
３
月
14
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定

30
人　

■費
寄
附
制　

■申
３
月
12
日
○木
ま
で

▼
座
談
会
「
移
住
者
か
ら
見
た
鶴
岡
の
自
然

の
魅
力
」　

■日
３
月
15
日
○日
午
後
１
時
30
分

■定
30
人　

■費
寄
附
制　

■申
３
月
12
日
○木
ま
で

▼
早
春
散
策
会　

■日
３
月
21
日
○土
・
28
日
○土
、

４
月
４
日
○土
・
５
日
○日
午
前
９
時　

■定
各
日

10
人　

■費
２
０
０
円　

■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

致
道
博
物
館

▼
鶴
岡
雛
物
語
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク　

■日
３

月
７
日
○土
午
後
２
時　

■内
お
雛
様
の
楽
し
み

方
、
秘
密
を
分
か
り
や
す
く
解
説　

■師
林
直

輝
氏
（
日
本
人
形
文
化
研
究
所
所
長
）

▼
東
洋
蘭
展　

■日
３
月
17
日
○火
～
22
日
○日

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４
０
０
円

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や　

３
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ベ
ッ
ダ
シ
チ
リ
ア

古
門
シ
ェ
フ
の
イ
タ

リ
ア
料
理
教
室　

■日

３
月
８
日
○日
午
前
10

時　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
フ
ラ
イ
パ
ン
で
簡
単
米
粉
パ
ン
作
り
（
飲

み
物
付
き
）　

■日
３
月
14
日
○土
午
前
11
時

■費
１
、
０
０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

基
本
か
ら
学
ぶ
美

味
し
い
和
食　

■日
３
月
21
日
○土
午
前
10
時

■費
３
、
０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室　

■日
３
月
22
日
○日
午
後
１
時
30

分　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９
３

謡
曲
・
仕
舞
教
室

■日
▽
第
１
期
…
３
月
24
日
○火
・
25
日
○水　

▽

第
２
期
…
５
月
11
日
○月
・
12
日
○火　

▽
第
３

期
…
９
月
14
日
○月
・
15
日
○火　

■時
午
前
９
時

～
午
後
７
時
（
一
人
１
回
15
分
程
度
）　

■場

庄
内
能
楽
館
鶴
岡
教
室　

■費
各
期
２
、
０
０

０
円
か
ら
（
謡
曲
参
加
者
は
別
途
テ
キ
ス
ト

代
）　

■申
庄
内
能
楽
館
☎
０
２
３
４
‐
33
‐

４
５
６
８　

■他
白
足
袋
、
仕
舞
扇
の
無
料
貸

出
し
あ
り

出
羽
庄
内
国
際
村 　
　
　
　

外
国
語
講
座
（
第
１
期
）

▼
韓
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
４
月
１
日
～

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎

22
‐
１
１
９
９

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
美
術
講
座
受
講

生
作
品
展
「
つ
く
り
手
た
ち
の
展
覧
会
」　

■日
３
月
14
日
○土
～
22
日
○日
午
前
９
時
～
午
後

５
時　

■内
今
年
度
に
開
催
し
た
15
講
座
の
受

講
生
た
ち
の
作
品
展
示

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
づ
く
り
」　

■日
３
月
15
日
○日

午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
16
人　

■費
２
、
０

０
０
円　

■申
３
月
４
日
○水
か
ら

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
庄
内
刺
し
子
の
ブ
ロ

ー
チ
ま
た
は
ヘ
ア
ゴ
ム
づ
く
り
」　

■日
３
月

21
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
先
着
16
人　

■費

１
、
０
０
０
円　

■申
３
月
４
日
○水
か
ら

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
桜
で
染
め
る
春
色
ス

ト
ー
ル
」　

■日
３
月
22
日
○日
午
前
10
時　

■定

先
着
16
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
３
月
４

日
○水
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①
３

月
14
日
○土　

②
21
日
○土　

③
29
日
○日　

■時
午

前
９
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
①
月
山

や
す
ら
ぎ
の
森
周
辺　

②
月
山
高
原
牧
場
周

辺　

③
月
山
2
合
目
付
近　

■定
各
日
先
着
25

人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■申
①
３
月
12
日
○木

ま
で　

②
17
日
○火
ま
で　

③
25
日
○水
ま
で

▼
品
倉
尾
根
を
目
指
し
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
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葉
や
茎
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な

ど
の
栄
養
素
を
豊
富
に
含
む
野
菜
で
す
。
家

庭
菜
園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
で
き
ま
す
。

■
苗
価
格　

切
り
苗
…
10
本
６
０
０
円
程
度

（
申
込
み
は
10
本
単
位
）　

ポ
ッ
ト
苗
…
１
個

５
５
０
円
程
度　

■申
3
月
19
日
○木
ま
で
藤
島

庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■他
市
HP
。
苗
の
引
渡
し
は
５
月
上
旬
～
中
旬

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ　

都
沢
湿
地

保
全
再
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
称
募
集

■
投
票
期
間　

３
月
１
日
○日

～
16
日
○月　

■
投
票
方
法　

専
用
用
紙
（
投
票
フ
ォ
ー
ム
）

に
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
で
同
館
ま
た
は
本
所
環

境
課
へ　

■問
同
課
☎
内
線
７

２
０
ま
た
は
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■
活
動
期
間　

４
月
１
日
○水
～
来
年
３
月
31

日
○水　

■対
高
校
生
以
上
で
月
１
回
程
度
活
動

で
き
る
方
先
着
10
人　

■内
同
館
主
催
ア
ト
リ

エ
事
業
・
展
覧
会
の
準
備
作
業
、
運
営
サ
ポ

ー
ト
等　

■費
３
５
０
円　

■申
３
月
５
日
○木
～

20
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

丙
申
堂
・
無
量
光
苑
釋
迦
堂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
活
動
期
間　

４
月
15
日
○水
～
11
月
30
日
○月

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
活
動
日

や
時
間
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）　

■内
受
付
、

る　

■対
中
学
校
卒
業
程
度
の
国
語
力
を
持
つ

方
20
人　

■申
山
形
県
聴
覚
障
が
い
者
情
報
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
６
６
‐
７
６
１

６

婚
活

つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会　
　
　
　
　
　

親
コ
ン

■日
３
月
22
日
○日
午
後
３
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
結
婚
を
希
望
す
る
25
歳
～
45
歳
の
独
身
男

女
各
10
人
の
親
（
本
人
の
同
意
が
必
要
）　

■
申
込
方
法　

申
込
書
（
希
望
者
に
送
付
）

に
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
で
３
月
13
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
同
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
７
へ　

■他
市
HP

〝
婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
〟が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

■日
３
月
28
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
方
及
び

そ
の
親
、
家
族
先
着
10
組
（
本
人
優
先
）　

■申
３
月
18
日
○水
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内

「
つ
る
お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務
局
☎

内
線
５
８
７
へ

募
集

栄
養
価
に
優
れ
た「
す
い
お
う
」

を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

「
す
い
お
う
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
種
で
、

７
月
８
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
（
全
13
回
）・

１
万
６
、
９
０
０
円　

▽
初
級
…
４
月
７
日

～
７
月
21
日
の
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
（
全

14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽
中
級
…

４
月
10
日
～
７
月
17
日
の
金
曜
日
午
後
７
時

（
全
15
回
）・
１
万
９
、
５
０
０
円　

▽
韓
国

と
の
出
会
い
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
１
時

▼
中
国
語　

■日
・
■費
▽
入
門
…
４
月
９
日
～

７
月
16
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
15
回
）・

１
万
９
、
５
０
０
円　

▽
初
級
…
４
月
10
日

～
７
月
17
日
の
金
曜
日
午
後
７
時
（
全
14

回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽
中
級
…
４

月
11
日
～
７
月
18
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
30

分
（
全
14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽

子
ど
も
の
た
め
の
中
国
語
講
座
…
４
月
12
日

～
７
月
19
日
の
日
曜
日
午
後
４
時
（
全
13
回

〈
５
人
以
上
で
開
講
〉）・
６
、
５
０
０
円　

▽
朋
友

好
！
（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、

土
曜
日
午
後
３
時
30
分

▼
英
語　

■日
・
■費
▽
初
心
者
英
会
話
…
４
月

９
日
～
７
月
９
日
の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全

14
回
）・
１
万
８
、
２
０
０
円　

▽
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
中
級
英
語
…
４
月
２
日
～
７
月
16
日

の
木
曜
日
午
後
７
時
（
全
14
回
）・
１
万
８
、

２
０
０
円　

▽
か
ん
ば
せ
ー
し
ょ
ん
喫
茶
店

（
☆
）
…
木
曜
日
午
後
７
時
、
土
曜
日
午
前

11
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
ド
イ
ツ
語　

■日
・
■費
始
め
よ
う
ド
イ
ツ
語

講
座
（
入
門
）
…
６
月
２
日
～
７
月
21
日
の

火
曜
日
午
後
７
時
（
全
８
回
）・
１
万
４
０

０
円

▼
フ
ラ
ン
ス
語　

■日
ル
・
サ
ロ
ン
（
☆
）
…

木
曜
日
午
後
７
時

▼
ス
ペ
イ
ン
語　

■日
ア
ブ
レ
モ
ス
・
エ
ス
パ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

ニ
ョ
ー
ル
（
☆
）
…
土
曜
日
午
後
２
時

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０　

■他
（
☆
）
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
型
講
座
・
チ
ケ

ッ
ト
制
（
５
回
券
２
、
５
０
０
円
、
10
回
券

４
、
５
０
０
円
）。（
☆
）
を
除
き
各
講
座
３

人
以
上
で
開
講

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
語
講
座
（
全
39
回
）

■日
４
月
14
日
○火
～
来
年
３
月
22
日
○月
（
①
入

門
コ
ー
ス
…
月
曜
日　

②
初
級
コ
ー
ス
…
火

曜
日　

③
中
級
コ
ー
ス
…
水
曜
日
）　

■時
午

後
７
時　

■場
中
央
公
民
館　

■定
各
コ
ー
ス
20

人　

■師
孫
志
紅
氏　

■費
２
万
５
、
０
０
０
円

（
初
め
て
の
方
は
２
、
０
０
０
円
引
き
）　

■

テ
キ
ス
ト
代　

①
２
、
２
０
０
円　

②
③
２
、

４
０
０
円　

■申
３
月
15
日
○日
ま
で
出
羽
庄
内

国
際
村
内
「
同
協
会
」
事
務
局
☎
25
‐
３
６

０
０
へ　

■他
各
コ
ー
ス
５
人
以
上
で
開
講

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾

■日
４
月
16
日
○木
～
来
年
３
月
５
日
○金　

■場
山

大
農
学
部
、
酒
田
市
、
三
川
町
、
庄
内
町
、

遊
佐
町
等　

■対
食
や
農
業
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

実
施
・
支
援
協
力
を
予
定
し
て
い
る
（
実
施

中
を
含
む
）
方
先
着
40
人　

■費
３
万
円
（
免

除
制
度
あ
り
）　

■申
３
月
25
日
○水
ま
で
山
大

農
学
部
内
「
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
事
務
局

☎
０
７
０
‐
２
０
１
１
‐
５
６
１
５
へ

音
声
情
報
を
文
字
で
伝
え
る
通
訳  

山
形
県
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
全
14
回
）

■日
４
月
26
日
か
ら
の
日
曜
日　

■場
に
こ
♥

ふ

ウェブサイト
での投票は
こちらから
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70
か
国　

■
募
集
分
野　

９
分
野
、
約
１
２

０
職
種　

■問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
☎
０
２
２
‐
２

２
３
‐
４
７
７
２　

■他
HP

相
談
・
そ
の
他

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応　
　
　

特
別
相
談
窓
口

■日
３
月
31
日
○火
ま
で　

■内
職
場
で
の
セ
ク
ハ

ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
に
つ
い
て

■
相
談
電
話　

山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
８　

■場

・
■問
同
労
働
局　

鶴
岡
信
用
金
庫
・
庄
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
連
携
協
力
事
業　

経
営
課
題
相
談
会

■日
３
月
４
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■内
補
助
金

活
用
、
事
業
承
継
、
商
品
開
発
、
販
路
開
拓

等
の
経
営
相
談　

■場
・
■申
庄
内
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

Ｂ
型
肝
炎
に
関
す
る
相
談

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
電

話
相
談
会　

■日
３
月
７
日
○土
、
５
月
16
日
○土

午
前
10
時
～
正
午　

■
相
談
電
話　

全
国
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所
（
新
潟
市
）
☎
０

２
５
‐
２
２
３
‐
１
１
３
０

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
無

料
相
談
会　

■日
３
月
７
日
○土
午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
受
付
は
３
時
ま
で
）　

■場
庄
内
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ

型
肝
炎
に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■他
事
前

予
約
優
先
。
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可

▼
山
形
県
懇
談
会　

■日
３
月
７
日
○土
午
後
１

時
30
分
～
４
時　

■場
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー　

■内
山
形
県
内
の
原
告
・
患
者
の
方
々
と

病
気
、
治
療
等
に
つ
い
て
語
り
合
う　

▼
共
通　

■申
同
新
潟
事
務
所

こ
こ
ろ
元
気
相
談
会

■日
３
月
９
日
○月
・
28
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■場
楽
家　

■内
法
律
問
題
、
家
庭
問
題
、

職
場
の
人
間
関
係
、
心
の
悩
み
相
談
等　

■申

ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０

司
法
書
士
会
鶴
岡
支
部　
　

無
料
法
律
相
談
会

■日
３
月
９
日
○月
午
後
６
時

～
８
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■内
相
続
登
記
、
成
年
後
見
、

債
務
整
理
等　

■問
樋
渡
司

法
書
士
事
務
所
☎
24
‐
２

２
４
７弁

護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関

す
る
無
料
法
律
相
談

■日
3
月
19
日
○木
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

■場

庄
内
総
合
支
庁
（
三
川
町
）　

■定
先
着
４
人　

■申
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66

‐
３
２
１
０

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
手
術

後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

■日
３
月
12
日
○木
午
後
１
時
～
３
時　

■場
日
本

海
総
合
病
院
（
酒
田
市
）　

■対
が
ん
治
療
中

■申
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所

☎
22
‐
０
４
６
６

農
繁
期
に
楽
し
く
農
業
で 

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

農
協
で
は
、
人
手
を
必
要
と
す
る
農
家
に
、

求
職
者
を
紹
介
す
る
無
料
職
業
紹
介
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
求
人
・
求
職
と
も
に
、

年
度
ご
と
の
登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

■問
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
29

‐
０
４
５
５
ま
た
は
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
農
業

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
３
７
２
５
へ

天
神
祭
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

５
月
25
日
○月
の
天
神
祭
パ
レ
ー
ド
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
パ
レ
ー
ド
参
加
団
体　

■対
10
人
以
上
の
団

体　

■内
に
ぎ
わ
い
天
神
パ
レ
ー
ド
中
の
「
エ

ン
ジ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
」で
、仮
装
や
踊
り
等
を

披
露
し
な
が
ら
行
進　

■申
４
月
13
日
○月
ま
で

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ　

■内
祭
り
全
般

の
運
営
補
助　

■申
随
時　

▼
共
通　

■申
本
所
観
光
物
産
課
内
「
同
祭
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
４
８

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊 

２
０
２
０
春
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、
技

術
や
経
験
を
生
か
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

■対
日
本
国
籍
を
持
ち
、
昭
和
25
年
４
月
１
日

～
平
成
12
年
９
月
２
日
に
生
ま
れ
た
方　

■

派
遣
期
間　

原
則
２
年
間　

■
派
遣
国　

約

ガ
イ
ド
、
庭
園
管
理
軽
作
業　

■申
３
月
20
日

○金
ま
で
丙
申
堂
（
上
野
）
☎
22
‐
０
０
１
５

へ
出
羽
庄
内
国
際
村
の
募
集

▼
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

■
活
動
日

週
１
回
程
度　

■他
外
国
語
の
能
力
不
問
。
活

動
開
始
前
に
研
修
あ
り

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■日
入
会
日
～

来
年
３
月
31
日
○水　

■定
先
着
10
人　

■師
外
国

出
身
者　

■費
８
、
０
０
０
円　

■申
３
月
３
日

○火
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

会
員　

■日
４
月
～
３
月
の
月
１
回
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
）　

■対
中
学
生
、
高
校
生
、

高
専
生　

■師
英
語
圏
出
身
者　

■費
２
、
０
０

０
円
（
別
途
材
料
費
等
）　

■他
見
学
１
回
可

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
、技
能
）
４
月
18
日
○土
～
22

日
○水
の
う
ち
１
日
４
月
10
日
○金

ま
で

②
幹
部
候
補
生

（
一
般
、歯
科
、

薬
剤
科
）

１
次
…
５
月
９

日
○土
・
10
日
○日

３
月
１
日
○日
～

５
月
１
日
○金

③

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
５
月
23

日
○土

３
月
１
日
○日
～

５
月
15
日
○金

④

自
衛
官

候
補
生

随
時

■
試
験
会
場　

①
…
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯

地
（
東
根
市
）　

②
～
④
…
鶴
岡
合
同
庁
舎

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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で
脱
毛
が
心
配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方

■内
専
門
店
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談　

■問

同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４

‐
26
‐
５
２
８
２

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
３
月
27
日
○金
午
後
３
時
～
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
３
月
26
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７
へ

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
へ 

個
別
相
談
と
集
い

■内
▽
個
別
相
談
（
要
予
約
）
…
精
神
科
医
師

等
に
よ
る
個
別
相
談　

▽
集
い
（
月
１
回
）

…
身
近
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
の
語

り
合
い
、
分
か
ち
合
い　

■問
山
形
県
精
神
保

４
‐
92
‐
４
１
２
３

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
３
月
17
日
○火
は

休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

新
形
町
３
番
・
４
番　

■
調

査
時
期　

準
備
調
査
…
３
月　

本
調
査
…
５

月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
・
事
業
所
や

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
７
４
‐
０

１
３
９一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！ 

ら
く
や
こ
ど
も
食
堂

■日
・
■内
３
月
７
日
○土
正
午
～
午
後
２
時
…
ひ

る
ご
は
ん
の
日　

３
月
17
日
○火
午
後
６
時
～

８
時
…
よ
る
ご
は
ん
の
日　

■場
楽
家　

■費
大

人
…
３
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
２
０
０
円

■申
各
日
４
日
前
ま
で
ぼ
ら
ん
た
す
☎
33
‐
８

７
３
０
へ

庄
内
空
港
緩
衝
緑
地
の
都
市
計

画
変
更
案
に
関
す
る
説
明
会

■日
３
月
12
日
○木
午
後
７
時　

■場
酒
田
市
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー　

■内
空
港
敷
地
西
側
の
一
部

拡
張
に
伴
う
庄
内
空
港
緩
衝
緑
地
の
区
域
変

更　

■問
山
形
県
庄
内
空
港
事
務
所
☎
０
２
３

こいのぼり寄贈募集
～お家で眠っているこいのぼりに光と風を！～

　昨年誕生した大規模なこいのぼりの吹き流しスポ
ット「玉川第六堰堤」で泳がせるこいのぼりを寄贈
いただける方を募集しています。
■ 募集期間　４月上旬まで随時
■問 庄内町立川総合支所立川地域振興係☎0234‐56
‐2213

●庄内町

●遊佐町

■日    ３月14日○土・15日○日午前10時～午後５時（15日
は午後４時30分まで）　

■場遊佐ショッピングセンターエルパ内
■内 同町のおいしいものや工芸品の販売
■問�Ａコープゆざ店内遊佐町優良特産品推進部会☎
0234‐72‐3966

遊佐町特産品フェア

三川町文化交流館
「アトクのおひなさま」

■日 ３月１日○日～31日○火午前10時～午後４時（月曜
日休館）　

■内 内裏雛や右大臣・左大臣、伝説や物語の場面を描
いた趣向人形の展示

■場・■問同館（アトク先生の館）☎66‐5040

●三川町

早春の楽しみ雛めぐり
春うらら、酒田雛街道●酒田市

■日３月１日○日～４月３日○金　
■場 本間美術館、本間家旧本邸と別館「お店

たな

」、山王
くらぶ、山居倉庫酒田夢の倶楽（華の館）、旧鐙屋、
舞娘茶屋 相馬樓／竹久夢二美術館、酒田市立資
料館、旧阿部家、松山文化伝承館、清亀園、酒田
あいおい工藤美術館、さかた中通り商店街アーケ
ード、マリーン５清水屋、傘福紅房　

■問 酒田観光物産協会☎0234‐24‐2233または酒
田市交流観光課☎0234‐26‐5759へ

■他 内容や入場料は会場ごとに異なります

ガ
イ
ド
、
庭
園
管
理
軽
作
業　

■申
３
月
20
日

○金
ま
で
丙
申
堂
（
上
野
）
☎
22
‐
０
０
１
５

へ
出
羽
庄
内
国
際
村
の
募
集

▼
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

■
活
動
日

週
１
回
程
度　

■他
外
国
語
の
能
力
不
問
。
活

動
開
始
前
に
研
修
あ
り

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■日
入
会
日
～

来
年
３
月
31
日
○水　

■定
先
着
10
人　

■師
外
国

出
身
者　

■費
８
、
０
０
０
円　

■申
３
月
３
日

○火
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

会
員　

■日
４
月
～
３
月
の
月
１
回
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
）　

■対
中
学
生
、
高
校
生
、

高
専
生　

■師
英
語
圏
出
身
者　

■費
２
、
０
０

０
円
（
別
途
材
料
費
等
）　

■他
見
学
１
回
可

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

自
衛
官
等
採
用
試
験

募
集
種
目

試
験
日

受
付
期
間

①
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
、技
能
）
４
月
18
日
○土
～
22

日
○水
の
う
ち
１
日
４
月
10
日
○金

ま
で

②
幹
部
候
補
生

（
一
般
、歯
科
、

薬
剤
科
）

１
次
…
５
月
９

日
○土
・
10
日
○日

３
月
１
日
○日
～

５
月
１
日
○金

③

一
般
曹

候
補
生

１
次
…
５
月
23

日
○土

３
月
１
日
○日
～

５
月
15
日
○金

④

自
衛
官

候
補
生

随
時

■
試
験
会
場　

①
…
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯

地
（
東
根
市
）　

②
～
④
…
鶴
岡
合
同
庁
舎

店
舗
等
多
く
の
施
設
が
加
熱
式
タ
バ
コ
を
含

め
て
「
原
則
屋
内
禁
煙
」
と
な
り
ま
す
。
全

て
の
人
が
、
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
周
囲
の
状
況
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
人
を
受
動
喫
煙
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

■問
庄
内
保
健
所
保
健
企
画
課
☎
66
‐
４
９
３

２
自
動
車
の
検
査
・
登
録
は　

お
早
目
に
‼

　

年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
や
登
録
の
手
続

き
が
集
中
し
、窓
口
が
混
み
合
い
ま
す
。登
録

等
の
手
続
き
は
早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

■問
山
形
運
輸
支
局
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐

２
０
１
３
ま
た
は
庄
内
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
４
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

地域の昔話を後世に伝え残したい 田川民話の会

　子供たち等に昔話を伝えることを目的に活動して
います。例会の研修では、伝わりやすい話し方等を
会員同士で共有しています。出前語りでは市内の小
学校で授業が始まる前の時間に地域の伝承を語って
います。また、「珍しい話を聞かせてください」と
頼まれて高齢者施設や町内会の集まり等で語ること
もありますね。市外で披露する機会もあり、地元を
離れた方は昔話を聞くと故郷を思い出し懐かしいよ
うで、とても喜ばれています。やはり聞いた人たち
に笑顔になってもらえることが一番うれしいですね。
　昔と比べて生活様式が変わっているので、伝える
のに工夫が必要になってきています。「いろり」と

言っても家にある世帯はほとんどなく、子供たちは
もちろん親の世代でさえ知らない人がいます。そこ
で、会員の中には分かりやすいように紙芝居を手作
りして見せている人もいて、子供たちはより興味を
もって聞いてくれているようです。
　最も古い昔話は黒川能や狂言を題材にしたもので、
500年以上も前から伝わっています。同じ庄内でも、
海の方と山の方では登場人物や背景が違っていると
ころは昔話のおもしろいところです。
　皆さんの地域には私たちも知らない昔話がたくさ
ん眠っていると思います。興味がある方には気軽に
参加して、教えてもらいたいですね。

　田川民話の会は地域の
昔話を学び、保存・伝承
する団体です。昭和62
年５月に発足し、現在24
人が会員登録しています。
主な活動は月に１回の例
会と出前語り。出前語り
では、大山犬祭りや羽黒
の山伏などを題材とした
庄内地方で受け継がれる
昔話を伝えています。
　代表の帯刀春男さん
（前列右から２番目）に
お話を伺いました。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

医
師
を
確
保
す
る
た
め
に

何
を
し
て
い
ま
す
か

　

荘
内
病
院
は
、
医
師
が
不
足
し
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
医
師
を
確
保
す
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま

す
か
。

首
都
圏
の
大
学
に
も
派
遣
要

請
を
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す

　

全
国
的
に
地
方
の
病
院
の
医
師
不
足

が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
ま
す
。
庄
内

南
部
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
る
荘
内
病

院
で
は
、
医
療
提
供
体
制
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
医
師
確
保
に
向
け
て
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
大
学
等
へ
の
医
師
派
遣
要
請

　

荘
内
病
院
に
は
、
2
月
1
日
現
在
で

76
人
の
医
師
が
い
て
、
そ
の
多
く
が
新

潟
大
学
や
山
形
大
学
な
ど
の
関
連
大
学

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
会
議
や
担
当
教
授
等
と
の
面

談
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
、
関
連
大
学

だ
け
で
な
く
首
都
圏
の
大
学
等
へ
の
医

師
の
派
遣
要
請
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。 QＡ
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献血　3/4 ～ 4/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
３．５○木 ９：30 ～ 11：00 朝日中央コミュニティセンター
７○土 ９：00 ～ 15：30 にこ♥ふる
14○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：30 ～16：00 　　　���〃

今月の各種相談窓口開設日　3/4 ～ 4/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線216 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 17日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線218    4日○水、４月１日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線307 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①� �9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞� �④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①� �9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（令和２年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：125,389人
　　 （男：60,012人、女：65,377人）
　世帯数：49,024世帯
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申込み：往復はがきに次のとおり記入し、3 月18日○水必着で申込み
　　　　（４月１日○水頃に当落通知を発送）
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所

□申□込□者□郵□便□番□号
〈
往
信
の
文
面
〉

（申込者の）

①郵便番号　

②住所

③氏名

④電話番号

注意事項
・入場無料
・応募多数の場合は抽せんし、当選
　者に入場整理券を送付（１枚で２
　人まで入場可）
・未就学児入場不可
・入場整理券は売買禁止。転売目的
　の申込みが判明した場合は抽せん
　対象外。売買が確認された場合は
　入場不可
・�都合により出演者の変更や公演を
中止にする場合があります

　■問合せ　 ＮＨＫ山形放送局☎023‐625‐9510（平日午前９時30分～午後７時）　
　　　　　　 荘銀タクト鶴岡☎24‐5188（午前９時～午後７時）

※ＮＨＫでは、応募の際にいただいた情報を受信料のお願いに使用させていただくことがあります。

〈司　会〉城島茂（TOKIO）
塩屋紀克（NHKアナウンサー）

〈　唄　〉松田隆行、山上衛　ほか
〈ゲスト〉未定

〈演　奏〉三味線／二代目藤本琇丈、藤本秀禎
尺八・笛／篁竜男
鳴り物／美鵬成る駒、美鵬稜
はやし詞／西田美和、西田美和利

４月 19 日（日） 午後６時30分 開演

荘銀タクト鶴岡 大ホール

2020年度自主事業

　荘銀タクト鶴岡で「民謡魂�ふるさとの唄」
の公開収録を開催。観覧を希望する方の応募を
お待ちしています。

観覧者大募集！
広
報
つ
る
お
か　
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和
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